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高遠衆評豊通信網技術（オ榊ル光速億）  

さ革デバイス技術  
（鼠虹ぎントmニタス、8次元単導体、   

か側ボンサ㌔チエ腑ブ、MEM＄集硬化）  

高度画像鏡餅（3次元映像）  

組込みソフトウエア鴇執  
（高倍庵ソフトウ£アき  

地球温暖化対策技術  
（高効率太陽光発電、水薬エネルギ叩システム）  
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グリーン化学技術  知能ロボット技術  

乾生添景塚口ポットき  

医療ユ苧技閲  
、“jレイン・－，－シン・  

イニノラ・‥－●．プ．1ニイス、  

騰儀漣医療聴器、  
心機能Åエ補助漆置き  

ヘルツ演）（遺伝子柑換え嶺生粕利用、  
エネ∫レギ朋党魔、新触媒〉   
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 食料生産技術  

．卜麦・大豆等耐倖・多収化、  新材料技術  

毛新超伝導材料き  ウナギ・マグロ完全熱軌  

希少資源対策技術  

ミレ了メタル）  

強豪基幹技術  
（次世代スパコン、海洋地球観潮シュナム、  
首線自由電子レーサ▼．FBRサイクル、  
宇宙輸送システム〉  

汚豊臣療技術紳慧細㈲  
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※訂革新的挽鮪』雷蕊亀技術動向を注視して軽食科学妓解合議が不断に兇露す  

※鞄礫温噂能謝繁閑犠の技術につ払、では嘲革新的技術戦略の撫礫と』竃『環境ヱネ㌔録ギ闘技街革新計画j  
、∴∴：了こニュ主；弄、よ二lニトiエーJ、矩   
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十二章一∵十年敵津ら葡皇に「革新的技術推進艶！を創設し、我が国として揺動的に輩令投   
泉ず璃昏技術碍研究開発を加速  

・甘党払蜜柑加速を機動的かつ弾力的にできるよう制度設計（具体的な規模は、繚済財政   
語間会議蘭F蘭学盛儀振興費の1％程度jとの提雷を踏まえつつ6月申を目途に決定〉  

上棟葡蘭ほ姉里野村とともに、年度をまたがった執行を可能とする  
・・ギ斗痛手沌ナ予計（テ櫨渡しているr■革新的技術」に執して軋 ぎー資源配分カ針＝沖．iぎ；・づり   
霊感的監配労  

買 ∴”ト 篭乾 椚ゝ  弾 飽 満 郎 吋 わ捗 群  

．∴永和酎辻軋手折うち我が国として機動的に資金投入すべきものを遼東二く研究者、技術   
者薗ネ撃匪撃㈱昏（自利蓉集団）を整備し、世界の動向を把握）  

，・： ト・、tモー：・！Ir－ご程戒．、PDCAサイクルの確立、必要に応じた速やかな制度改∵乳の実施  

威髄鞘段階か転の産業界の参臥所属組織の蟹を濾克たトップタラスの頭脳の機動的結集  

イ   



ヽ
′
人
■
“
－
・
、
－
－
・
号
、
芦
－
■
、
書
′
L
－
ト
J
・
．
l
・
 
 

・・・・－・、 ∴  ・－一  ・－・・・、・‥ニ．：▼  
厨爵礁な基礎研究を騰適する競争的資金を拡充、胸定比率の「未練磯研究枠j を新規に設定  

、・・、・・・、・．・ ∴－・、  
皇庫優諺もた成果馨尊者ず喝かつ発展が期待できる案件に継続的に支援するか鼠テぁの構築  

食驚碍畿静的嚢金閣での連携システムを平成急0年産科二確立  
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㌢儲党費愈碍効艶的騎効率的な活用を許指じい終…飽の銃ナ蘭膚儲磯  

蘭「登「蘭「竃「溺「磯「莞「蘭「篭㍗藤…牽∵療∵轟∵畠∴鰯∵無∴勝∴薄粁 潤㌢ 磯戸 鰭さ 琵≡ 胡添 警‡丹  

未知の分野に挑戦する人材の確保  

∴…∴∴  ・    ′・   ：  
伊東撃落研究開発独立街故法Åにおいて人材の流動化を推進じ、日額の達成度を公衆  
奴魅力ある研究瑚生活環境を整備し句世界から優れた頭脳を受け見れ  

ダ無性研究者畢若草研究者の活躍拡大に向けた支援を売薬  
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．∴・、・∴∴：・、・ティ づ－ヤー養成プログラム（仮称）．き旧導入  
．． ∴、‥‥与：ニで、フ、∫・いすスク・・－ル（SSH）中核的拠点育成プログラムミ晦陥）！ミり鞄Å   




